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令
和
元
年
度

令
和
元
年
度  

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

渋
谷
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

渋
谷
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
可
決
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令
和
二
年
第
二
回
臨
時
会
は
、
七
月
二
十
日
に
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
伴
う
、

令
和
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
二
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
九
日
か
ら
十
月
九
日
ま
で
の
三
十
一
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は

初
日
に
二
人
の
議
員
が
、
二
日
目
に
は
三
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、
三
日
目
に
は

七
人
の
議
員
が
個
人
と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
十
三
日
の
中
間
本
会
議
で
は
、
渋
谷
区
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
令
和
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

十
月
九
日
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
渋
谷
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

条
例
三
件
を
可
決
、
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
四
件
を
認
定
、
報
告
六
件
を
聴
取
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
一
件
を
否
決
し
、
請
願
一
件
を
採
択
、
意
見
書
一
件
、
要
望
書
一
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

令和元年度各会計歳入歳出決算額
区　　分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 1,108億8,683万4,073円 1,024億9,374万1,726円 83億9,309万2,347円

国民健康保険
事 業 会 計 237億6,301万2,667円 234億4,361万4,669円 3億1,939万7,998円

介 護 保 険
事 業 会 計 154億3,180万8,770円 148億2,085万5,880円 6億1,095万2,890円

後期高齢者医療
事 業 会 計 54億5,080万2,798円 54億1,880万1,297円 3,200万1,501円

　
　
次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

●
令
和
二
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
開
か
れ
る
予
定
で
す

　

本
会
議
は
、
通
常
、
初
日
と
二
日
目
、
三
日
目
に
一
般
質
問
、
最
終
日
に
議
案
の
議
決

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

医療機関・介護事業所等への緊急財政支援
を求める要望書　

　新型コロナウイルス感染症により、全国の医療機関・介護
事業所等では大幅な減収となり、維持していくことが困難な
状況になっている病院、事業所もある。
　国民への医療・介護提供体制を守るとともに、現場で働く
医療・介護従事者を守るため、更なる支援が必要である。
　医療関係者・団体からも支援を求める声があがっており、
国会内では超党派の議員連盟が様々な提言を行っている。
　よって、渋谷区議会は、国会及び政府に対し、医療機関・
介護事業所等の経営を守るための財政支援を早急に行うよう
強く国に要望する。

　　令和２年10月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　渋谷区議会議長　名　

　衆議院議長
　参議院議長　
　内閣総理大臣
　厚生労働大臣
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行財政運営・地域コミュニティ、
福祉等7点について伺う

自由民主党
一柳　直宏 議員

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
間
題
の

早
期
発
見
や
早
期
対
応
、
不
安
の

解
消
に
向
け
た
ケ
ア
が
行
え
る
よ

う
学
校
を
指
導
す
る
。
③
学
校
や

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
授
業

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
確
実
に
推

進
し
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
ど

の
場
所
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「
渋
谷
リ
モ
ー
ト
」
と
し
て

確
実
に
推
進
す
る
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

新型コロナウイルスと渋谷の
未来について等7点を伺う

シブヤ笑顔
伊藤　毅志 議員

一
般
質
問（
代
表
）

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問  

①
渋
谷
区
実
施
計
画
二
〇
二 

〇
の
重
要
施
策
を
遂
行
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
目
指
す
の
か
。
②
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
行
政
運
営
効

率
化
の
進
捗
は
。
③
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
で
、
本
区
が

育
て
る
べ
き
企
業
像
と
想
定
す
る

区
政
貢
献
は
。

区
長  

①
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
各
種
計
画
や
事
業
の
遂
行
に
支

障
が
生
じ
る
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
工

夫
で
財
源
不
足
を
補
い
区
政
運
営

を
着
実
に
進
め
る
。
②
行
政
運
営

の
効
率
化
は
ま
だ
ま
だ
満
足
で
き

な
い
。
③
様
々
な
発
想
や
技
術
を

有
し
持
続
的
な
区
民
生
活
向
上
を

共
に
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問  

①
出
張
所
の
今
後
の
整
備
方

針
は
。
②
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物

セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
で
、
地
元
住

民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ

う
に
形
成
し
て
い
く
の
か
。

区
長  

①
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
、

地
域
事
情
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で

窓
口
機
能
を
見
直
し
、
さ
ら
に
利

用
し
や
す
い
出
張
所
を
目
指
す
。

②
清
掃
工
場
還
元
施
設
で
も
あ
り
、

地
域
の
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
広

く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

福
祉
に
つ
い
て

問  

①
未
利
用
国
有
地
の
取
得
が

不
調
に
終
わ
り
、
施
設
整
備
計
画

に
ど
の
よ
う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
、

当
初
想
定
し
た
全
体
的
な
量
の
確

保
を
ど
う
補
充
す
る
の
か
。
②
都

は
都
内
の
高
齢
者
施
設
・
障
が
い

者
施
設
で
働
く
全
職
員
と
利
用
者

十
五
万
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

実
施
の
意
向
を
表
明
し
、
補
正
予

算
を
計
上
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
た
福
祉
施
設

職
員
に
対
す
る
唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。
③

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
に
よ
る
影
響
へ
の
対
策
と
し

て
、
認
知
症
予
防
と
生
活
の
質
の

向
上
を
後
押
し
す
る
た
め
、
補
聴

器
補
助
を
実
施
す
る
考
え
は
。

区
長  

①
国
の
動
向
を
注
視
し
、

当
該
地
を
活
用
し
た
民
間
事
業
者

に
よ
る
整
備
等
、
多
様
な
整
備
手

法
を
視
野
に
、
あ
ら
ゆ
る
検
討
を

進
め
る
。
②
都
の
事
業
も
最
大
限

活
用
し
、
各
施
設
の
状
況
に
応
じ

て
検
査
対
象
者
の
範
囲
、
必
要
性

を
考
慮
し
た
上
で
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
迅

速
か
つ
適
切
に
検
査
を
実
施
。
③

日
常
生
活
で
の
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
、
積
極
的

な
社
会
参
加
の
促
進
に
加
え
、
認

知
症
施
策
の
観
点
か
ら
も
、
難
聴

高
齢
者
ヘ
の
補
聴
器
の
購
入
費
助

成
は
実
施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
。

防
災
に
つ
い
て

問  

①
命
を
守
る
我
が
家
の
耐
震

性
向
上
を
図
る
耐
震
診
断
、
耐
震

化
支
援
の
利
用
促
進
方
策
に
つ
い

て
所
見
を
。
②
行
政
手
続
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
や
、
昨
今
の
自
然
災

害
の
増
加
に
伴
い
、
高
齢
者
が
取

り
残
さ
れ
る
情
報
格
差
問
題
は
、

ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
考
え
る

が
、
こ
の
情
報
格
差
解
消
へ
の
考

え
を
伺
う
。
③
高
齢
化
と
い
う
地

域
が
直
面
す
る
課
題
を
念
頭
に
今

後
、
地
域
を
支
え
る
「
共
助
」
を

ど
の
よ
う
に
進
め
、
地
域
の
意
見

を
踏
ま
え
て
改
訂
版
の
渋
谷
区
避

難
所
運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

区
長  

①
制
度
の
広
報
が
十
分
で

な
い
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
を

継
続
的
に
実
施
し
て
Ｐ
Ｒ
強
化
を

図
る
。
②
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ

ド
世
代
の
高
齢
者
に
向
け
確
実
に

避
難
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
、
電

話
回
線
を
使
っ
た
新
た
な
情
報
伝

達
サ
ー
ビ
ス
の
来
年
度
導
入
に
向

け
て
検
討
を
進
め
る
。
③
今
後
の

避
難
所
運
営
に
は
避
難
者
も
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
主
体
的
に
参
加

し
て
も
ら
う
よ
う
、
積
極
的
に
呼

び
か
け
る
な
ど
共
助
、
公
助
の
両

面
か
ら
運
営
体
制
強
化
に
取
り
組

む
と
い
う
考
え
方
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
反
映
さ
せ
、
周
知
徹
底
を
図
る
。

地
域
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問  

①
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
た
、
地
域
か
ら
の
情
報
発
信

へ
の
支
援
は
。
②
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

や
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

い
っ
た
不
特
定
多
数
の
来
街
者
に

対
す
る
、
渋
谷
へ
の
参
集
自
粛
を

促
す
た
め
の
方
策
は
。

区
長  

①
課
題
を
踏
ま
え
た
上
、

利
用
者
の
多
い
施
設
か
ら
順
次
Ｗ

ｉ 

─ 

Ｆ
ⅰ
の
導
入
を
検
討
。
②
当

日
の
注
意
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

や
、
警
察
と
連
携
し
た
警
備
な
ど

来
街
者
の
た
め
の
対
策
を
実
施
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
将
来
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
の

減
少
も
視
野
に
今
後
の
保
育
の
質

の
向
上
と
施
設
整
備
の
方
向
性
は
。

②
新
島
青
少
年
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
に

伴
い
新
島
村
と
の
交
流
継
続
の
た

め
、
区
民
の
交
通
費
を
補
助
し
、

村
営
施
設
の
一
部
を
保
養
施
設
と

し
て
借
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

区
長  

①
年
間
を
通
じ
て
保
育
需

要
の
動
向
を
注
視
し
、
臨
機
応
変

に
保
育
施
設
の
整
備
を
検
討
。
②

提
案
い
た
だ
い
た
代
替
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
し
っ
か
り
と
検
討
の

上
、
具
体
案
を
お
示
し
す
る
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
出
た
学
校
や
そ
の
生
徒
・

児
童
、
教
職
員
へ
の
非
難
や
中
傷
、

い
じ
め
等
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め

の
対
策
は
。
②
長
期
の
休
校
、
夏

休
み
短
縮
の
影
響
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
へ
の
対
応

は
。
③
対
面
式
授
業
と
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
の
活
用
と
、
さ
ら
に
不
登
校

の
児
童
生
徒
の
支
援
へ
の
活
用
は
。

教
育
長  

①
早
い
段
階
か
ら
繰
り

返
し
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
も
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
、
ひ

ぼ
う
中
傷
が
絶
対
に
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

指
導
を
継
続
す
る
。
②
保
護
者
と

▷ 

恵
比
寿
西
二
丁
目
複
合
施
設

（
仮
称
）
の
パ
ー
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
渋
谷
の

未
来
に
つ
い
て

問  

①
渋
谷
の
感
染
状
況
は
。
②

今
後
の
対
策
は
。
③
基
金
の
活
用
、

税
収
見
込
み
は
。
④
ミ
ヤ
シ
タ
パ

ー
ク
開
場
の
感
想
と
コ
ロ
ナ
下
の

施
設
運
営
は
。
⑤
「
渋
谷
ズ
ン

チ
ャ
カ
！
」
の
感
想
は
。
⑥
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
。

⑦
渋
谷
区
自
転
車
活
用
推
進
計
画

の
特
徴
は
。
⑧
自
転
車
駐
車
場
設

置
義
務
の
一
本
化
、
自
転
車
保
険

加
入
義
務
化
、
児
童
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
義
務
化
と
購
入
助
成
を
自

転
車
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
明
記
を
。

⑨
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
推
進
を
。
⑩
公
園
等
や
庁

舎
で
の
将
棋
対
局
ス
ペ
ー
ス
作
り

や
棋
士
に
よ
る
将
棋
教
室
開
催
を
。

区
長  

①
二
十
代
、
三
十
代
が
多

く
家
族
等
か
ら
の
感
染
増
加
。
②

健
康
推
進
部
に
新
組
織
設
置
。
医

療
体
制
整
備
、
飲
食
店
等
へ
の
感

染
防
止
ア
ド
バ
イ
ス
等
。
③
厳
し

い
税
収
見
通
し
。
必
要
と
あ
ら
ば

基
金
活
用
。
④
成
熟
し
た
国
際
都

市
実
現
に
向
け
手
応
え
。
商
業
施

設
管
理
者
に
感
染
防
止
対
策
強
化

を
求
め
る
。
⑤
自
ら
感
染
予
防
し
、

音
楽
を
楽
し
む
姿
は
新
し
い
日
常

の
中
で
実
践
さ
れ
る
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
の
形
。
⑥
人
が
集
ま
っ
て
も

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
や
オ

ン
ラ
イ
ン
活
用
等
。
⑦
活
用
方
法

を
企
業
や
区
民
等
と
連
携
し
創
出
。

⑧
条
例
に
含
め
る
方
向
で
検
討
。

購
入
助
成
も
別
途
検
討
。
⑨
利
用

窓
口
拡
大
を
進
め
る
。
⑩
着
手
。

施
設
整
備
に
つ
い
て

問  

①
学
校
施
設
長
寿
命
化
の
具

体
的
基
準
は
。
建
て
替
え
・
改
修

計
画
公
表
と
コ
ス
ト
軽
減
は
。
②

富
山
臨
海
学
園
跡
施
設
の
活
用
を
。

③
河
津
さ
く
ら
の
里
し
ぶ
や
を
臨

海
学
園
の
代
替
と
し
て
宿
泊
施
設

増
設
の
計
画
は
。
④
仮
設
庁
舎
跡

地
の
都
市
再
生
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

地
域
要
望
、
地
域
住
民
の
利
用
方

法
、
旧
渋
谷
小
校
歴
品
の
扱
い
は
。

区
長  

①
総
合
的
な
建
物
劣
化
度

を
算
定
し
、
優
先
度
が
高
い
施
設

を
建
て
替
え
。
中
長
期
的
な
計
画
。

民
間
活
力
導
入
等
に
よ
り
コ
ス
ト

軽
減
。
②
売
却
と
貸
付
け
の
双
方

で
検
討
。
③
新
島
や
富
山
の
動
向

を
踏
ま
え
判
断
。
④
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の
要
望

は
検
討
中
。
地
域
活
動
の
拠
点
と

な
る
利
用
に
。
校
歴
品
は
美
竹
の

丘
・
し
ぶ
や
敷
地
内
へ
移
設
検
討
。

教
育
に
つ
い
て

問  

①
教
育
広
報
室
を
設
け
入
学

割
合
増
を
。
②
学
校
体
育
施
設
を

地
域
の
運
動
施
設
に
。
③
区
立
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
早
朝
開
場
拡
大
を
。

区
長  

②
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
。

教
育
長  

①
様
々
な
ツ
ー
ル
で
特

色
・
魅
力
を
伝
え
る
。
③
検
討
。

子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
運
営
に
つ
い
て

問  

①
総
合
受
付
の
設
置
を
。
②

代
表
電
話
・
メ
ー
ル
の
設
置
を
。

③
統
括
す
る
事
務
局
の
設
置
を
。

④
施
設
内
で
就
学
相
談
を
可
能
に
。

⑤
母
子
保
健
シ
ス
テ
ム
の
共
有
を
。

区
長  

①
情
報
提
供
や
適
切
な
所

管
に
つ
な
ぐ
職
員
を
配
置
。
②
総

合
的
に
対
応
。
③
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
進
め
る
。

教
育
長  

④
相
談
員
体
制
を
充
実

し
就
学
相
談
機
能
拡
充
。
⑤
検
討
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問  

①
が
ん
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

②
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
策
を
。

③
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
の
取
組
は
。

健
康
推
進
部
長  

①
相
談
支
援
の

在
り
方
を
検
討
。
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

受
診
勧
奨
法
検
討
。
③
医
師
会
等

と
連
携
・
協
力
し
充
実
に
努
め
る
。

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て

問  

①
「
渋
谷
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を

▷ 

九
月
六
日
に
宮
下
公
園
で
行

わ
れ
た
「
渋
谷
ズ
ン
チ
ャ

カ
！
」
の
様
子
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応
援
す
る
草
の
根
運
動
の
会
」
を

大
会
後
も
残
し
育
成
を
。
②
区
独

自
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ　

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
を
大
会
レ
ガ
シ
ー
に
。
③

大
会
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
課
設
置
を
。

区
長  

①
今
後
も
連
携
。
②
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
活
動
を
継
続
し
た
い
」

が
九
八
％
。
意
向
尊
重
。
③
検
討
。

多
様
性
社
会
推
進
条
例
改
正
に
つ

い
て

問  

ア※
ウ
テ
ィ
ン
グ
禁
止
の
条
項
、

差
別
根
絶
社
会
を
目
指
す
文
言
を
。

区
長  

前
向
き
に
取
り
組
む
。

用
語
解
説　

※
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
＝

性
的
指
向
や
性
自
認
を
本
人
の
了

解
な
く
第
三
者
に
暴
露
す
る
こ
と

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

習
指
導
要
領
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
に
向
け
た
課
題
と
対
策
は
。
授

業
再
開
に
向
け
て
取
ら
れ
た
感
染

症
対
策
と
今
後
の
取
組
は
。
④
児

童
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
つ
い
て
、
こ
の
半
年
の
変
化
は
。

⑤
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
、
新
た
に
決
定
し
た
こ
と

を
含
め
、
具
体
的
な
支
援
策
は
。

区
長  

①
「
渋
谷
区
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
の

設
置
に
続
き
「
新
型
コ
ロ
ナ
受
診

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
、
安
心

で
き
る
相
談
体
制
の
確
保
を
行
い
、

全
庁
的
な
応
援
体
制
を
組
ん
で
、

休
日
夜
間
を
含
め
業
務
に
当
た
っ

て
き
た
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
区
医
師
会
や
医

療
機
関
と
連
携
し
、
十
分
な
検
査

体
制
を
確
保
し
た
。
引
き
続
き
冬

に
向
け
て
、
検
査
体
制
や
医
療
の

確
保
に
つ
い
て
拡
充
を
検
討
し
て

い
く
。
②
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

基
づ
き
、
施
設
等
の
従
事
者
を
対

象
に
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
研
修
を

実
施
し
、
必
要
に
応
じ
た
指
導
を

行
う
。
万
が
一
、
施
設
で
発
生
し

た
際
は
、
医
師
会
の
協
力
を
得
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
速
や
か
に
か
つ
十

分
に
で
き
る
体
制
を
確
保
し
、
感

染
予
防
及
び
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
る
。
④
虐
待
対
応
件
数
は
、
四 

・
五
月
は
例
年
並
み
で
、
六
月
に

な
る
と
増
加
。
現
在
は
一
時
ほ
ど

多
く
な
い
が
、
専
門
職
チ
ー
ム
が

学
校
や
保
育
施
設
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
心
配

情
報
を
い
ち
早
く
収
集
、
早
期
対

応
に
努
め
る
な
ど
、
見
守
り
体
制

を
強
化
。
⑤
支
援
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
実
行
委
員
会

で
検
討
。
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
効
果

的
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長  

③
情
操
教
育
の
面
で
は
、

医
療
従
事
者
、
感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
な

ど
を
通
し
て
、
思
い
や
る
心
や
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
の
心
を
育
む
。
こ
れ
ま
で
直
接

会
話
し
、
交
流
を
深
め
て
い
た
活

動
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
遠
隔
に
い
る

児
童
生
徒
や
大
人
た
ち
と
の
交
流

を
行
う
こ
と
で
、
新
し
い
活
動
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出

さ
れ
、
児
童
生
徒
の
学
び
や
心
が

豊
か
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
中
学
校

の
英
語
の
学
習
内
容
に
大
き
な
変

更
が
あ
り
、
学
び
残
し
が
生
じ
な

い
よ
う
、
円
滑
な
移
行
に
努
め
る
。

感
染
症
対
策
の
取
組
は
、
啓
発
と

と
も
に
、
消
毒
液
や
石
け
ん
、
ア

ク
リ
ル
板
や
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
を
配
備
。
今
後
は
、
国
・
都
の

補
助
金
を
最
大
限
活
用
し
て
、
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

問  
進
捗
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

ま
た
当
事
者
や
専
門
家
に
よ
る
検

討
会
を
設
置
し
て
は
。

区
長  

八
月
よ
り
、
自
動
翻
訳
の

対
象
言
語
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
追
加
、

ま
た
九
種
の
外
国
語
で
閲
覧
で
き

る
「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
」
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
。
今
後
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
多
言
語
に
よ
る
発
信
と

と
も
に
、
視
覚
に
頼
ら
な
い
伝
達

方
法
の
検
討
を
急
ぐ
。
年
度
内
に

主
要
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

改
善
を
積
み
重
ね
る
。
当
事
者
や

専
門
家
の
方
々
の
声
・
知
見
を
聴

く
機
会
を
設
け
、
向
上
に
努
め
る
。

国
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問  

昨
年
情
報
共
有
し
、
取
得
を

お
願
い
し
た
上
原
一
丁
目
の
国
有

地
に
つ
い
て
、
近
く
の
富
谷
小
学

校
の
教
室
不
足
解
消
や
整
備
に
活

用
で
き
る
と
思
う
が
進
捗
を
伺
う
。

区
長  

貴
重
な
情
報
を
得
て
、
利

活
用
に
つ
い
て
二
月
に
国
に
申
し

入
れ
た
が
、
現
時
点
で
回
答
は
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
関
わ
る
対
策
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て

問  

①
半
年
間
を
検
証
し
、
次
の

山
、
次
の
波
へ
の
対
応
に
つ
い
て

の
意
気
込
み
を
。
②
施
設
に
お
け

る
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
は
。
③
学
校

で
の
新
し
い
情
操
教
育
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
が

必
要
で
は
。
中
学
生
教
育
の
新
学

い
。
国
と
の
協
議
が
円
滑
に
進
み
、

早
期
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
願
う
。

区
運
営
と
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問  

①
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

の
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
根
底
に
あ
る
考
え

方
に
つ
い
て
、
区
長
に
近
い
も
の

が
あ
る
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

②
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
配
付
、

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
。

区
長  

①
世
代
を
超
え
た
つ
な
が

り
を
地
域
で
構
築
し
、
深
め
あ
う

取
組
こ
そ
「
あ
ら
ゆ
る
人
が
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
街
」
に
つ
な

が
る
。
区
民
と
と
も
に
実
現
を
目

指
す
。
②
「
ご
遺
族
の
方
へ
」
と

い
う
冊
子
を
作
成
。
多
岐
に
わ
た

る
手
続
が
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
活
用
で

解
決
で
き
な
い
か
研
究
し
て
い
く
。

区
有
地
の
整
備
に
つ
い
て

問  

河こ
う
ほ
ね骨
川
は
ど
こ
を
流
れ
て
い

た
の
か
、
「
春
の
小
川
の
歌
碑
」

以
南
の
宇
田
川
遊
歩
道
合
流
地
点

ま
で
、
痕
跡
が
分
か
る
整
備
を
。

区
長  

河
骨
川
は
平
成
十
五
年
か

ら
十
六
年
に
か
け
て
国
か
ら
譲
与

さ
れ
た
時
点
で
既
に
暗
渠
化
さ
れ

て
お
り
、
区
有
通
路
と
し
て
管
理
。

今
後
、
名
残
を
現
地
で
感
じ
ら
れ

る
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

新型コロナウイルス感染拡大防止に
関わる対策と取組について等5点を伺う
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問  

①
区
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
増
を
国
に
求
め
よ
。

②
消
費
税
五
％
の
引
下
げ
を
国
に

求
め
よ
。
③
地
域
別
、
年
代
別
陽

性
者
等
の
情
報
公
開
を
。
④
医
療

機
関
、
介
護
・
障
が
い
者
施
設
職

員
等
や
保
育
園
、
学
校
関
係
者
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
区
負
担
で
実
施
を
。

⑤
医
療
機
関
の
減
収
補
填
実
施
を

国
に
求
め
よ
。
⑥
区
内
の
減
収
の

医
療
機
関
に
区
独
自
支
援
を
。
⑦

広
尾
病
院
は
都
立
と
し
て
存
続
・

運
営
す
る
よ
う
都
に
求
め
よ
。
⑧

保
健
所
の
体
制
強
化
を
。
⑨
全
区

民
に
給
付
金
支
給
を
。
⑩
中
小
業

者
へ
の
直
接
支
援
を
。
⑪
国
に
学

生
の
学
費
半
額
を
求
め
よ
。
⑫
区

内
在
住
の
学
生
へ
補
助
金
支
給
を
。

区
長  

①
⑤
⑪
国
政
の
場
で
議
論

す
べ
き
。
②
③
⑦
⑫
そ
の
考
え
は

な
い
。
④
保
育
園
や
学
校
等
は
今

後
の
課
題
。
そ
の
他
は
都
が
支
援

実
施
。
⑥
国
や
都
の
責
務
。
⑧
既

に
必
要
な
人
員
を
確
保
。
⑨
一
律

支
給
で
は
な
く
現
行
支
援
を
活
用
。

⑩
区
独
自
の
効
果
的
な
支
援
実
施
。

感染症対策、くらし、少人数
学級等を区長、教育長に質問

日本共産党
苫　孝二 議員

教
育
長  

①
国
・
都
基
準
で
編
成
。

新
島
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問  

重
要
な
施
設
で
あ
り
存
続
を
。

区
長  

閉
鎖
は
苦
渋
の
決
断
。

羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て

問  

都
心
低
空
飛
行
は
危
険
で
あ

り
、
飛
行
中
止
を
国
に
求
め
よ
。

区
長  

そ
の
考
え
は
な
い
。
区
民

の
声
は
国
交
省
に
伝
え
て
い
る
。

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て

問  

①
小
中
学
生
を
広
島
・
長
崎

に
派
遣
す
る
事
業
を
。
②
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
を
国
に
求
め
よ
。

区
長  

①
講
演
会
や
平
和
祈
念
パ

ネ
ル
展
等
開
催
。
②
考
え
は
な
い
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

問  

①
感
染
症
の
影
響
で
停
止
と

な
っ
た
事
業
予
算
の
使
途
は
。
②

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
対
策
基
本
条
例
」
の
制
定
を
。

③
都
の
検
査
支
援
か
ら
外
れ
る
人

に
、
区
負
担
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

④
対
象
年
齢
を
外
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
。

区
長  

①
緊
急
度
合
い
に
応
じ
て

適
切
に
対
応
。
②
現
時
点
で
考
え

て
い
な
い
。
③
国
や
都
の
動
き
を

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
区
政
へ

の
転
換
に
つ
い
て

問  

渋
谷
駅
周
辺
再
開
発
事
業
へ

の
税
金
投
入
や
河
津
保
養
所
な
ど

の
無
駄
を
削
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
。

区
長  

不
要
不
急
の
も
の
は
な
い
。

介
護
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問  

①
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

国
に
求
め
、
区
で
も
実
施
を
。
②

介
護
保
険
料
の
引
下
げ
と
保
険
料

等
軽
減
の
預
貯
金
額
要
件
の
廃
止

を
。
③
特
養
ホ
ー
ム
増
設
を
。

区
長  

①
②
そ
の
考
え
は
な
い
。

③
多
様
な
手
法
を
用
い
て
引
き
続

き
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問  

①
滞
納
者
へ
の
請
求
時
に
減

免
制
度
の
案
内
を
。
②
区
独
自
軽

減
措
置
を
。
③
保
険
料
引
下
げ
を
。

④
子
ど
も
の
均
等
割
引
下
げ
を
。

区
長  

①
丁
寧
に
周
知
。
②
④
考

え
は
な
い
。
③
区
長
会
で
議
論
。

教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

問  

①
少
人
数
学
級
実
施
を
。
②

そ
の
た
め
の
教
室
、
教
員
確
保
を
。

区
長  

②
国
・
都
基
準
に
基
づ
く
。

▷ 

は
る
の
お
が
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

  

パ
ー
ク
の
線
路
側
に
あ
る

　

 

「
春
の
小
川
記
念
碑
」

▷ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

　

  

建
設
を
目
指
す
代
々
木
二
・

　

  

三
丁
目
の
国
有
地

新型コロナウイルス感染症
関連等、区政運営について伺う

立憲民主党
小田　浩美 議員
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ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
の

実
現
に
向
け
た
進
捗
と
新
た
な
発

展
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
渋
谷
区
観
光
協
会
、
渋
谷
未

来
デ
ザ
イ
ン
、
民
間
会
社
Ｅ
社
が

参
加
し
た
が
、
元
は
ど
こ
か
ら
の

提
案
な
の
か
。
②
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
参
加
費
を
払
っ
た
方
へ
説
明
し

て
い
る
、
代
々
木
公
園
の
再
生
計

画
、
機
能
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
イ
メ

ー
ジ
と
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
区
議

会
や
住
民
に
説
明
会
は
行
う
の
か
。

渋
谷
区
と
東
京
都
と
連
携
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
看
板
だ
が
、

議
会
説
明
会
が
な
い
の
は
議
会
軽

視
で
あ
る
。
区
長
は
こ
の
Ｅ
社
と

関
係
も
あ
る
と
思
う
が
、
絡
め
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
の
か
。

③
関
係
団
体
に
は
ギ
ャ
ラ
は
あ
っ

た
の
か
。
配
布
資
料
は
議
会
に
見

せ
る
の
か
。
ま
た
こ
の
Ｅ
社
は
区

長
、
副
区
長
が
い
ら
し
た
会
社
の

方
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
誰
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
。

区
長  

①
本
構
想
は
、
渋
谷
未
来

デ
ザ
イ
ン
か
ら
区
に
対
し
て
提
案

さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
専
用
多
目
的
ス

タ
ジ
ア
ム
。
一
昨
年
か
ら
様
々
な

方
の
意
見
を
集
め
、
東
京
都
、
関

係
機
関
な
ど
の
方
々
か
ら
の
意
見

を
伺
い
進
め
て
い
く
。
②
区
議
会
、

住
民
に
説
明
で
き
る
段
階
で
は
な

い
。
民
間
会
社
に
私
は
絡
ん
で
い

な
い
。
③
日
本
計
画
研
究
所
が
渋

谷
未
来
デ
ザ
イ
ン
に
支
払
っ
た
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

一般質問（代表・個人） 4

注
視
。
④
全
て
の
世
代
に
助
成
す

る
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

問  

目
標
額
一
億
円
、
サ
イ
ト
と

の
差
異
及
び
金
額
の
妥
当
性
は
。

使
途
の
報
告
と
効
果
の
検
証
を
。

区
長  

区
拠
出
の
一
億
円
に
依
拠

し
、
サ
イ
ト
上
の
目
標
金
額
は
シ

ブ
ヤ
ク
の
語
呂
合
わ
せ
。
効
果
検

証
含
め
て
議
会
に
報
告
す
る
。

住
民
参
画
の
民
主
プ
ロ
セ
ス

問  

①
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー

の
利
用
方
法
は
住
民
の
参
画
が
前

提
で
は
。
②
サ
サ
ハ
タ
ハ
ツ
会
議

は
月
一
回
程
度
に
。
区
民
提
案
は
。

区
長  

①
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
る
。
②
具
体
的
な
設
計
や
イ
ベ

ン
ト
運
営
手
法
な
ど
に
取
り
込
む
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

問  

①
自
主
欠
席
児
童
へ
の
学
習

サ
ポ
ー
ト
、
学
期
末
評
価
は
。
②

卒
業
生
の
記
念
行
事
検
討
を
。
③

全
学
校
を
英
語
教
育
重
点
校
に
。

④
携
帯
や
ゲ
ー
ム
依
存
症
ヘ
の
対

策
は
。
⑤
包
括
的
な
性
教
育
、
セ

ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
教
育
の
実
施
を
。

区
長  

④
教
育
委
員
会
や
地
域
と

連
携
、
健
康
状
態
に
目
を
配
る
。

教
育
長  

①
授
業
動
画
や
学
習
課

題
の
配
信
を
指
導
、
総
合
的
に
判

断
。
②
学
校
を
支
援
。
③
今
の
施

策
を
全
校
に
推
進
す
る
。
④
健
康

管
理
に
つ
い
て
学
校
を
支
援
。
⑤

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
実
施
。

区
民
相
談
体
制
に
つ
い
て

問  

①
行
政
手
続
、
窓
口
業
務
の

環
境
整
備
を
。
②
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

を
無
料
に
。
聴
覚
障
が
い
者
に
ビ

デ
オ
通
話
サ
ポ
ー
ト
を
。

区
長  
①
実
態
に
即
し
た
支
援
制

度
の
構
築
を
検
討
。
②
現
時
点
で

は
難
し
い
。
現
在
の
体
制
で
対
応
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

問  

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
補
助
を
。
②

お
か
え
り
サ
ポ
ー
ト
強
化
を
。
③

買
物
代
行
利
用
に
一
定
の
補
助
を
。

区
長  

①
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

導
入
は
難
し
い
。
②
更
な
る
周
知
、

登
録
奨
励
を
行
い
、
体
制
強
化
を

図
る
。
③
デ
バ
イ
ス
活
用
を
推
進
。

環
境
問
題
に
つ
い
て

問  

①
熱
帯
材
使
用
削
減
行
動
実

施
の
条
例
化
を
。
②
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
減
量
の
全
庁
的
取
組
実
施
を
。

区
長  

①
既
に
取
組
を
実
施
、
条

例
化
は
必
要
な
い
。
②
自
動
販
売

機
設
置
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
検
討
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問  

ホ
テ
ル
旅
館
組
合
と
の
災
害

時
に
お
け
る
協
定
を
確
認
し
、
速

や
か
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
。

区
長

連
携
強
化
を
図
る
。

羽
田
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て

問  

①
改
め
て
区
民
の
声
を
聞
き

取
る
べ
き
。
②
撤
回
の
要
望
を
強

く
申
し
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

区
長  

①
こ
れ
ま
で
も
区
民
の
ご

意
見
、
ご
要
望
は
お
聞
き
し
て
い

る
。
②
現
時
点
で
は
、
見
直
し
や

撤
回
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

区
議
会
、
区
民
無
視
で
進
め
る
代
々

木
公
園
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム

構
想
に
つ
い
て

問  

①
八
月
三
十
一
日
に
日
本
計

画
研
究
所
で
「
代
々
木
公
園
の
ス

区
政
課
題
に
つ
い
て

問  

①
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症

対
策
は
室
内
環
境
の
専
門
家
と
連

携
を
。
②
休
校
や
分
散
登
校
で
学

習
の
継
続
と
健
康
の
両
立
を
。
③

運
動
会
等
の
観
覧
は
事
前
申
請
に
。

④
デ
ジ
タ
ル
上
の
児
童
生
徒
の
作

成
物
の
著
作
権
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
切

替
え
時
の
対
応
は
。
⑤
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
で
の
業
務
の
情
報
公
開
対

応
は
。
⑥
本
来
体
験
し
づ
ら
い
も

の
を
体
験
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
の
教
育
活
用
を
。
⑦
歴

史
的
建
築
物
等
の
バ
ー
チ
ャ
ル
上

の
保
存
を
。
⑧
羽
田
新
ル
ー
ト
の

苦
情
は
。
ど
う
働
き
か
け
た
か
。

区
長  

①
専
門
家
の
意
見
を
参
考

に
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

試
行
案
を
改
定
。
⑤
学
識
経
験
者

の
意
見
も
参
考
に
ル
ー
ル
化
。
⑥

教
育
委
員
会
と
研
究
。
⑦
価
値
あ

る
取
組
で
研
究
課
題
と
す
る
。
⑧

騒
音
へ
の
意
見
が
多
く
、
国
に
説

明
を
求
め
る
。

教
育
長  

②
家
庭
の
負
担
増
も
考

慮
し
、
国
・
都
の
動
向
を
踏
ま
え

判
断
。
③
各
家
庭
の
事
情
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
課
題
が
あ

る
。
④
児
童
生
徒
が
作
成
物
の
著

作
権
を
有
し
て
い
る
。
切
替
え
に

当
た
り
、
希
望
が
あ
れ
ば
作
成
物

を
保
存
し
ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
し
た
。

卒
業
時
は
希
望
に
応
じ
て
デ
ィ
ス

ク
に
保
存
し
て
提
供
す
る
予
定
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

防
災
対
策
の
改
善
に
つ
い
て

問  

①
感
染
防
止
等
の
視
点
か
ら
、

避
難
所
の
一
人
当
た
り
の
面
積
拡

大
と
避
難
場
所
の
増
設
、
及
び
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
活
用
を
。
②
災

害
弱
者
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
作
成

は
、
今
年
の
三
月
末
で
二
十
三
件
、

区
が
責
任
を
も
っ
て
全
員
の
プ
ラ

ン
作
成
の
た
め
の
職
員
体
制
強
化

を
。
③
障
害
者
団
体
連
合
会
の
要

望
で
あ
る
、
避
難
所
の
手
話
通
訳

者
配
置
、
吸
引
器
等
の
非
常
用
電

源
の
確
保
、
ま
た
災
害
時
の
移
動

に
福
祉
車
両
の
利
用
等
の
実
現
を
。

区
長  

①
感
染
症
対
策
運
用
の
徹

底
と
区
内
ホ
テ
ル
等
の
受
入
数
拡

充
に
取
り
組
む
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
製
作
事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
、

発
災
後
、
速
や
か
に
配
備
。
②
多

く
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
作
成
が
進

む
よ
う
対
応
。
③
手
話
通
訳
者
と

の
協
力
協
定
や
医
療
機
器
用
電
源

の
確
保
と
福
祉
車
両
も
検
討
す
る
。

保
育
に
つ
い
て

問  

①
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
か
ら
子

ど
も
を
守
り
、
成
長
を
保
障
す
る

た
め
、
四
歳
・
五
歳
児
の
職
員
配

置
と
面
積
を
国
際
基
準
に
拡
大
を
。

②
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
区
立

の
認
可
保
育
園
を
中
心
に
増
設
を
。

区
長  

①
そ
の
考
え
は
な
い
。
②

様
々
な
手
法
で
環
境
を
整
備
。

d
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d
d
d
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d
d
d
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d
d
d
d

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

問  

①
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
を
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ひ
ぼ
う
中
傷
被
害
者
支
援
を
。

区
長  

①
現
時
点
で
条
例
制
定
の

考
え
は
な
い
。
②
問
題
は
認
識
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  

①
多
胎
児
移
動
支
援
を
。
②

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
一
時
預
か
り
利

用
支
援
を
。
③
産
後
健
診
助
成
を
。

区
長  

①
都
の
補
助
事
業
を
最
大

限
活
用
す
る
よ
う
検
討
。
②
直
ち

に
導
入
の
考
え
は
な
い
。
③
都
内

相
互
乗
り
入
れ
を
可
能
と
し
て
開

始
す
る
こ
と
が
適
当
。
今
後
も
子

育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
で
支
援
し
て
い
く
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

＊質問・答弁は要旨を掲載しています。
　詳しい内容は、区議会ホームページまたは会議録（12月下旬発行予定）をご覧ください。会議録は区政資料コーナー、区立図書館でご覧になれます。

感染症対策、教育、デジタル
活用、区民生活について伺う

鈴木  建邦 議員

これからの区政について伺う

れいわ渋谷
堀切　稔仁 議員

一
般
質
問（
個
人
）

防災対策、保育運営の感染症
対策強化等を求める

日本共産党
五十嵐千代子 議員

▷
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー

犯罪被害者支援、子育て支援
について伺う

立憲民主党
中田　喬士 議員
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決
算
特
別
委
員
会
審
査
概
要

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
四
件
の
決
算
は
、
九
月

十
一
日
に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
（
全
議
員
三
十
四
人
で
構
成
、 

委
員
長
・
栗
谷
順
彦
議
員
、
副
委
員
長
・
斉
藤
貴
之
議
員
）
に
付
託
し
、

四
つ
の
分
科
会
（
常
任
委
員
会
の
所
管
別
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
常
任
委
員

会
と
同
じ
）
に
分
か
れ
審
査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
四
件
の
決
算
を
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
各
分
科
会
が
指
摘
し
た
主
な
事
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

総
務
分
科
会

▼
災
害
時
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
情
報
発
信
の
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
関
係
部
署
と

の
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
情

報
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
改
善
を

図
ら
れ
た
い
。

▼
ア
イ
リ
ス
に
じ
い
ろ
電
話
相
談

に
つ
い
て
は
、
相
談
員
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
相
談
日
の
回
数

を
増
や
す
な
ど
、
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
順

調
に
設
置
台
数
を
増
や
し
て
お
り
、

犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

客
引
き
や
悪
質
ス
カ
ウ
ト
に
対
す

る
指
導
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
り
、

引
き
続
き
効
果
的
な
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
若
者
へ
の
選
挙
啓
発
に
つ
い
て

は
、
行
政
が
主
体
と
な
る
だ
け
で

な
く
学
生
団
体
な
ど
に
も
協
力
を

求
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
信
す
る

企
画
を
検
討
す
る
な
ど
、
投
票
率

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
図
ら
れ
た
い
。

区
民
環
境
分
科
会

▼
町
会
運
営
事
業
助
成
に
つ
い
て

は
、
運
用
や
周
知
の
方
法
を
改
善

し
、
利
用
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

▼
新
橋
出
張
所
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
町
会
・
地
域
団
体

等
か
ら
も
広
く
意
見
を
聞
き
、
地

域
振
興
に
貢
献
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
た
い
。

▼
総
合
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
計
画
的

に
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

出
水
箇
所
に
つ
い
て
は
再
発
防
止

に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
渋
谷
川
の
臭
気
対
策
に
つ
い
て

は
、
臭
気
の
観
測
結
果
を
踏
ま
え

て
暗
渠
部
の
清
掃
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
検
証
し
て
問
題
解
消
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

▼
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
電
信
柱
の
移
設
や
Ｌ

型
側
溝
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
な
ど
の

諸
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
区

民
の
要
望
に
沿
っ
た
事
業
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

文
教
分
科
会

▼
施
設
の
閉
鎖
が
決
ま
っ
た
新
島

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

新
島
村
と
の
交
流
を
継
続
で
き
る

よ
う
対
策
を
講
じ
、
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
活
用
し
て
青
少
年
の
育
成
に

資
す
る
施
設
を
確
保
さ
れ
た
い
。

▼
保
育
従
事
者
の
宿
舎
借
上
げ
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
育
従
事

者
の
確
保
と
事
業
の
継
続
を
国
や

東
京
都
に
求
め
る
と
と
も
に
、
区

独
自
で
も
支
援
を
継
続
さ
れ
た
い
。

▼
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
等
に
お
け
る
高
齢
者
、
障

が
い
者
の
た
め
に
も
一
〇
〇
％
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
、
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
の
各
フ
ロ
ア
へ
の
設
置

と
、
多
機
能
付
き
ト
イ
レ
の
全
校

設
置
に
も
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
区
指
定
の
有
形
・
無
形
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
多
言
語
表
示

を
早
急
に
実
現
し
、
貴
重
な
区
の

財
産
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
発
信
さ
れ
た
い
。

福
祉
保
健
分
科
会

▼
米
寿
祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
方
に
申
請
し
て
も
ら
え
る

よ
う
個
別
周
知
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ

い
て
は
、
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

を
担
う
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
と
個
々
の
相
談
対
応
に
あ
た
る

保
健
師
が
連
携
し
、
滞
り
な
く
支

援
で
き
る
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
。

▼
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
よ
り

効
果
が
上
が
る
取
組
を
さ
れ
た
い
。

▼
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
治
療
に
つ
な
げ
て
い
く

重
要
な
検
査
で
あ
る
の
で
、
よ
り

多
く
の
新
生
児
が
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
周
知
に
努
め

ら
れ
た
い
。

▼
そ
族
昆
虫
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
再
開
発
等
に
伴
う
建
築
物
の

建
替
に
際
し
、
事
業
者
が
ネ
ズ
ミ

駆
除
対
策
を
確
実
に
講
じ
る
よ
う
、

地
域
に
よ
っ
て
は
他
区
と
も
連
携

し
て
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
取

ら
れ
た
い
。

△決算特別委員会表決の様子
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女
性
の
健
康
問
題
に
つ
い
て

問  

①
区
内
産
婦
人
科
情
報
の
発

信
を
。
学
校
や
企
業
と
協
働
し
て

女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
事
業

を
広
げ
て
は
。
②
医
療
従
事
者
に

よ
る
講
演
、
啓
発
、
情
報
案
内
な

ど
の
健
康
教
育
を
実
施
し
て
は
。

区
長  

①
分
か
り
や
す
く
情
報
を

発
信
。
企
業
と
の
協
働
は
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

教
育
長  

②
今
後
、
健
康
教
育
の

充
実
に
努
め
る
。

交
通
環
境
に
つ
い
て

問  

①
即
席
の
自
転
車
通
行
帯
の

整
備
を
。
②
安
全
な
推
奨
ル
ー
ト

の
策
定
と
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
。

区
長  

①
社
会
実
験
も
視
野
に
検

討
。
②
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
民

間
企
業
へ
の
提
供
に
取
り
組
む
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
支
援
に
つ

い
て

問  

①
文
化
芸
術
施
設
の
感
染
症

対
策
に
お
け
る
備
品
配
布
や
経
費

助
成
を
。
②
音
楽
の
発
信
地
、
劇

場
や
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
群
を
「
渋
谷

文
化
遺
産
」
に
指
定
し
て
は
。

区
長  

①
独
自
の
配
信
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
検
討
。

②
指
定
に
関
す
る
制
度
は
今
後
の

検
討
材
料
と
す
る
。

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
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ハ
チ
公
前
の
迷
惑
行
為
に
つ
い
て

問  

「
コ
ロ
ナ
は
た
だ
の
風
邪
」

な
ど
と
騒
ぐ
デ
モ
集
団
は
迷
惑
で
、

ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
の
危
険
も
あ
る
。

区
民
を
守
る
た
め
に
規
制
す
べ
き
。

区
長  

区
に
苦
情
等
が
多
数
。
主

催
者
に
中
止
要
請
す
る
も
規
制
は

困
難
。
警
察
と
連
携
し
動
向
注
視
。

三
井
不
動
産
と
の
新
宮
下
公
園
の

土
地
賃
貸
借
は
不
平
等
契
約
だ

問  

地
価
が
高
騰
し
て
い
る
の
に
、

契
約
書
で
借
地
借
家
法
第
十
一
条

が
適
用
除
外
さ
れ
て
い
る
た
め
、

三
井
不
動
産
に
賃
料
増
額
請
求
で

き
な
い
。
区
は
不
平
等
な
契
約
内

容
を
理
解
し
て
契
約
し
た
の
か
。

さ
ら
に
宮
下
公
園
を
将
来
、
三
井

に
優
先
譲
渡
で
き
る
条
項
は
道
義

上
も
問
題
で
は
な
い
か
。

区
長  

公
有
財
産
台
帳
価
格
は
契

約
時
比
で
現
在
二
四
・
八
％
増
。

賃
料
増
額
は
三
井
と
協
議
で
き
る
。

三
井
に
譲
渡
あ
り
き
の
話
で
は
な

く
設
定
に
係
る
一
般
的
な
考
え
方
。

税
一
億
円
を
投
じ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
失
敗
に
つ
い
て

問  

「
目
標
一
億
円
に
同
額
一
億

円
を
補
助
」
と
議
会
で
説
明
し
た

の
に
途
中
で
コ
ッ
ソ
リ
目
標
を
下

げ
、
結
局
は
目
標
の
半
分
も
集
ま

ら
な
か
っ
た
。
寄
付
の
大
半
は
区

の
取
引
業
者
。
業
者
に
ノ
ル
マ
を

押
し
付
け
た
だ
け
で
は
な
い
か
。

区
長  

集
ま
っ
た
金
額
で
は
法
人

が
七
六
・
二
％
。
「
税
金
の
無
駄

遣
い
」
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

問 

①
都
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
化
に
対
し
、
区
と

し
て
独
自
に
対
象
を
拡
大
し
て
は
。

②
小
規
模
な
地
域
の
事
業
者
も
利

用
で
き
る
公
共
版
デ
リ
バ
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
実
施
を
。
③
十
月
か
ら

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
、
区
民
限
定

で
還
元
額
と
還
元
率
の
増
額
を
。

区
長  

①
拡
大
の
考
え
は
な
い
が
、

丁
寧
に
感
染
予
防
等
の
啓
発
に
努

め
る
。
②
商
店
街
が
地
域
で
実
施

し
て
い
る
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
、
様
々
な
施
策
を
検
討
し
、

実
施
し
や
す
く
利
用
し
や
す
い
仕

組
み
を
つ
く
る
。
③
技
術
的
に
困

難
だ
が
、
経
済
の
活
性
化
及
び
区

民
へ
の
還
元
策
を
検
討
す
る
。
産

羽
田
空
港
の
経
路
変
更
に
係
る

問
題
に
つ
い
て

問  

①
国
の
判
断
で
の
対
応
で
は

な
く
、
区
と
し
て
も
対
応
す
べ
き

で
は
。
②
国
に
対
し
て
公
式
な
文

書
と
し
て
要
望
書
を
提
出
し
、
区

の
立
場
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

区
長  

①
必
要
に
応
じ
て
国
に
求

め
る
。
②
現
時
点
で
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。
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議会情報公開・個人情報保護実施状況

情報公開関係（令和２年７月1日～９月30日）

　請求件数　　　　　　　1件
　文書件数　　　　　　　8件
　公開件数　　　　　　　8件
　非公開件数（不存在）　　0件
個人情報保護関係（令和２年７月1日～９月30日）

　請求件数　　　　　　　0件

お知らせ

●議員の住所変更

　橋本 侑樹 議員
（令和２年８月１日）
新住所
　神南１－６－５
　Ｔｈｅ Ｈｉｖｅ

新型コロナウイルス感染症等
について伺う

須田　賢 議員

ハチ公前広場のコロナクラス
ターデモ対策など3点を伺う

れいわ渋谷
金子　快之 議員

女性の健康問題、交通環境等
3点について伺う

シブヤ笑顔
橋本　侑樹 議員
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▷
渋
谷
区
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
試
行
案
）
の
表
紙

▷
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
」を

　
　

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
会
の
様
子

◁
松
濤
美
術
館
入
口
で
の
消
毒
実
施   

感
染
防
止
対
策
等
視
察

委員会の活動状況

令
和
２
年
６
月
18
日
~
令
和
２
年
10
月
９
日

▼
感
染
症
対
策
に
も
対
応
し
た
渋

谷
区
避
難
所
運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
試
行
案
）
の
策
定
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
関
係
者
へ

の
周
知
を
徹
底
し
、
訓
練
の
実
施

や
災
害
対
応
時
に
お
い
て
実
際
に

使
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
中
身

の
修
正
や
追
加
を
行
い
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。

▼
感
染
症
対
策
に
係
る
避
難
所
等

の
備
蓄
品
配
置
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
現
状
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
や
今
後
の
台
風
シ

ー
ズ
ン
に
向
け
、
早
急
に
対
策
を

と
っ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付

を
、
八
月
二
十
日
か
ら
開
始
し
た

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

は
、
区
独
自
の
体
験
型
や
コ
ト
消

費
型
の
返
礼
品
を
追
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
税
額
の
増
加
が
見
込

▼
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
速
や
か
な
周
知
と
き

め
細
か
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

▼
令
和
三
年
度
保
育
園
入
園
案
内

に
つ
い
て
、
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
申
込
事
前
予
約
に
新
た
に
Ｌ
Ｉ

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

自
治
権
確
立

自
治
権
確
立

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
事
業
継
続
支

援
と
、
介
護
施
設
及
び
は
ぁ
と
ぴ

あ
原
宿
へ
の
簡
易
陰
圧
装
置
の
設

置
、
並
び
に
地
域
密
着
型
施
設
へ

の
同
装
置
設
置
補
助
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
支
援
の
周
知

徹
底
の
ほ
か
、
手
続
の
負
担
軽
減

を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
自
殺
対
策
計
画
案
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

う
つ
状
態
へ
の
支
援
対
策
な
ど
実

効
性
の
高
い
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

▼
第
八
期
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
策

定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式

に
向
け
た
社
会
参
加
と
生
き
が
い

づ
く
り
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

▼
九
月
九
日
、
第
三
回
渋
谷
区
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
渋
谷
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
条
例
四
件
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
や

中
小
企
業
振
興
事
業
等
に
係
る
令

和
二
年
度
渋
谷
区
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
六
号
）
、
令
和
元
年
度

渋
谷
区
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

て
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

環
状
第
五
の
一
号
線
の
千
駄
ヶ
谷

五
丁
目
か
ら
新
宿
区
内
藤
町
ま
で

の
区
間
で
道
路
の
新
設
等
を
行
う

も
の
で
す
。
東
京
都
第
二
建
設
事

務
所
の
担
当
者
か
ら
、
沿
道
環
境

と
新
宿
御
苑
の
緑
地
空
間
保
全
に

配
慮
し
、
地
下
部
に
外
回
り
（
渋

谷
か
ら
池
袋
方
面
）
を
、
地
上
部

に
内
回
り
を
設
け
る
二
層
構
造
に

し
て
い
る
こ
と
、
整
備
効
果
と
し

て
、
新
宿
駅
周
辺
の
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
緩
和
が
図
れ
る
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
国
土
交
通
省
の
担
当
者
を
招
き
、

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
に
係
る
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会

で
は
、
新
飛
行
経
路
の
運
用
を
開

始
し
た
三
月
二
十
九
日
以
降
の
状

況
や
「
羽
田
新
経
路
の
固
定
化
回

避
に
係
る
技
術
的
方
策
検
討
会
」

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

本
代
表
の
高
田
裕
士
選
手
夫
妻
を

講
師
に
迎
え
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
保
ち
方
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
延
期
は
練
習

時
間
の
増
加
と
捉
え
、
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
場
所
で
行
う
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
国
際
大
会
に
数
多

く
出
場
す
る
経
験
か
ら
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
は
記
録
の
み
に
注
目

す
る
の
で
は
な
く
、
障
が
い
が
あ

る
中
で
ど
の
よ
う
に
競
技
を
し
て

い
る
の
か
、
足
を
運
ん
で
観
て
も

ら
い
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
推
進
課
か
ら
令
和
二
年
度
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
事
業
の
計
画
及
び
独
自
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
を
お
招

き
し
て
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

▼
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
十
代

・
二
十
代
の
女
性
に
対
し
て
、
相

談
対
応
や
一
時
保
護
の
ほ
か
街
の

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
渋
谷
区
を
拠

点
に
全
国
規
模
で
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。

▼
懇
談
会
で
は
、
団
体
が
把
握
し

て
い
る
現
状
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
委
員
か
ら
の
質
問
を
受
け
て
、

他
機
関
等
と
の
連
携
の
際
に
、
団

体
と
し
て
留
意
し
て
い
る
点
な
ど

を
聞
き
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

人
権
の
見
地
か
ら
、
渋
谷
区
と
し

て
の
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
男
女
平
等
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
担
当
か
ら
、
ア
イ
リ
ス
相
談

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

▼
延
期
さ
れ
た
東
京
二
〇
二
〇
大

会
へ
の
気
運
再
醸
成
の
た
め
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
高
田

千
明
選
手
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

計
の
決
算
認
定
四
件
、
株
式
会
社

渋
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
経
営
状
況

の
報
告
に
つ
い
て
な
ど
報
告
六
件

を
提
出
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
当
委
員
会
で
は
、
こ
の
説
明
を

踏
ま
え
、
定
例
会
の
会
期
及
び
日

程
に
つ
い
て
協
議
し
、
会
期
を
十

月
九
日
ま
で
の
三
十
一
日
間
と
し
、

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
審
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
九
月
二
日
、
東
京
二
十
三
区
清

掃
一
部
事
務
組
合
の
立
合
い
の
も

と
中
央
防
波
堤
埋
立
処
分
場
内
施

設
の
視
察
を
し
ま
し
た
。
粗
大
ご

み
破
砕
処
理
施
設
、
不
燃
ご
み
処

理
セ
ン
タ
ー
、
埋
立
処
分
場
等
現

地
の
視
察
を
行
い
、
処
分
場
施
設

運
営
や
稼
働
状
況
等
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
鉄
等
の
売
却
で
歳
入

を
確
保
す
る
た
め
に
、
分
別
の
徹

底
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

▼
自
治
権
拡
充
の
歴
史
や
特
別
区

制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
特
別
区
長

会
事
務
局
次
長
の
菅
野
良
平
氏
に

よ
る
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
当
日
は
全
議
員

を
は
じ
め
、
自
治
権
確
立
に
関
係

す
る
所
管
の
理
事
者
に
出
席
を
求

め
、
特
別
区
制
度
改
革
か
ら
二
十

年
を
経
た
変
遷
の
歴
史
や
今
後
の

課
題
等
、
知
識
を
深
め
ら
れ
る
会

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▼
東
京
都
市
計
画
道
路
環
状
第
五

の
一
号
線
（
千
駄
ヶ
谷
）
に
つ
い

交
通
・
公
有
地
問
題

交
通
・
公
有
地
問
題

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
策
特
別
委
員
会

対
策
特
別
委
員
会

多
様
性
社
会
推
進

多
様
性
社
会
推
進

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

▼
休
業
協
力
給
付
事
業
金
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
店
舗
の

休
業
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
状

況
に
応
じ
て
効
果
的
な
運
用
に
努

め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
区
内
の
介
護
及
び
障
が
い
者
サ

Ｎ
Ｅ
で
の
予
約
を
開
始
す
る
と
の

報
告
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

に
配
慮
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
授
業
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
推

進
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
学
校

で
の
対
面
授
業
を
合
わ
せ
て
行
う

も
の
で
あ
り
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入

後
も
学
習
活
動
に
お
い
て
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

▼
公
益
財
団
法
人
渋
谷
区
美
術
振

興
財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
松
濤

美
術
館
を
視
察
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
地
域
経
済
活
性
化
事
業
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
を
図
り
な
が
ら
、
区
内
消
費
喚

起
に
よ
る
産
業
活
性
化
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
み

が
対
象
で
あ
る
の
で
、
今
後
は
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
等
、
対
象

を
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た

い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
渋
谷
区
道
に
お
け
る
テ
ラ
ス

営
業
な
ど
の
た
め
の
道
路
占
用
許

可
基
準
の
緩
和
」
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る

飲
食
店
等
支
援
の
た
め
の
緊
急
措

置
で
、
路
上
利
用
の
占
用
許
可
基

準
を
緩
和
す
る
も
の
で
す
。
時
限

的
な
措
置
で
あ
る
の
で
関
連
所
管

が
連
携
し
、
道
路
占
用
許
可
等
の

手
続
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
さ
れ

た
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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決算に対する各会派の意見決算に対する各会派の意見 構成人数が３人以上の会派

国保料、給食費の値上げなど負担増の一方、大企業の
ために区有地や血税を投入した逆立ち区政に反対
　2019年度は、消費税の10％増税や社会保障の改悪に加え、新型コロナ
ウイルス感染症が拡大し、区民の暮らしはかつてなく厳しくなりました。
それだけに、区政には悪政からくらしといのちを守る役割が強く求めら
れました。
　しかし、長谷部区政は、学校給食費や15年連続となる国保料の値上げ
で、区民に負担増を押し付けました。また区独自の介護サービスを大幅
削減し、学校図書館専門員を直接雇用から派遣に切り替え、山中高原学
園に続き新島青少年センターも廃止するなど、福祉と教育を切り捨てて
きました。
　その一方で渋谷駅周辺再開発に13億５千万円を投入し、宮下公園整備
事業と同様に美竹分庁舎跡地や北谷公園を大企業のもうけのために差し
出しました。無駄な河津保養所に１億４千万円、ＡＩ未来に３年間で約
１億円を投入しました。区民に負担増と福祉の切り捨てを押しつけ大企
業優先の決算は認められません。
　日本共産党渋谷区議会議員団は、税金の使い方を切り替え1,079億円
の基金も活用し、ＰＣＲ検査の拡大や中小企業の家賃助成などコロナ対
策の強化、国保料の引下げ、学校給食の無償化など区民のいのちと暮ら
し、中小企業の営業を守るため力を尽くします。また、野党連合政権の
実現で消費税減税や立憲主義を回復し、国民が主人公の希望ある政治を
めざします。

日本共産党渋谷区議会議員団反対

現下の課題に対応しながら、未来への投資にも
積極的に取組んだバランスの取れた行財政執行を評価
　福祉や子育てなど喫緊課題に対応しつつ、将来区民の財産となる未来
投資をバランスよく行った事業執行を高く評価します。
　子育て支援策では、「渋谷区子育てネウボラ」を開設。待機児童対策
では保育園3園の新規開設などにより定員を434人拡大、期間限定型保育
事業の実施やベビーシッター利用支援の拡充など多様な保育を展開しま
した。教育ではＩＣＴ教育を更に推進し、また多様性理解を重要な教育
課題として捉えました。福祉では新たな特別養護老人ホームや訪問・通
所・宿泊の複合的なサービスを提供する介護事業所を整備し、新たに障
がい者向けの複合施設の基本設計に着手するなど、積極的な施設整備を
行いました。また、災害時の防災情報システムの活用、351台の防犯カ
メラの増設、公共の場での喫煙全面禁止など、まちの安全安心を確保し
ました。更にまちの魅力を高める施策として、地域主体のプロジェクト
を支援する「まちラボ」の設置が決定しました。渋谷駅周辺再開発は大
きく進み、新しい商業施設には公共貢献の設備が含まれ、地域課題の解
決に繋がりました。東京2020大会に向けては気運醸成事業によるスポー
ツに親しむ土壌やボランティア意識の醸成は大会レガシーとして価値あ
るものになったと考えます。
　シブヤを笑顔にする会は、これからも「誰もが笑顔で暮らせる渋谷
区」実現に邁進することをお誓いし決算認定に賛成致します。

シブヤを笑顔にする会賛成
渋谷の未来を見据えた高齢者福祉、子育て・教育環境
の整備など、中長期的な課題への施策を評価
　令和元年度は、人生100年時代を迎える超長寿社会においても、区民
が豊かで充実した生活を送るための高齢者福祉・子育て支援・防災・安
全対策のほか、渋谷の未来を担う子供たちの教育環境の整備など、様々
な施策を進めました。
　７月には、プレシニア・アクティブシニア世代が、各々の経験や能力
を活かして生涯元気に活躍できるよう支援する場として、「渋谷生涯活
躍ネットワーク・シブカツ」を開設しました。
　子育て支援では「渋谷区子育てネウボラ」の拠点開設に向けて、関連
施設の相談機能を第二美竹分庁舎に集約することで、サービス面の充実
を図り、区政の最重要課題である待機児童対策では、434人の定員拡大
により、４年連続で待機児童数は減少しました。
　教育の分野では、区立小中学校各校で「渋谷タブレットの日」を開催
し、ＩＣＴ教育の推進を図りました。
　安全対策では、第２回定例会で可決成立した「渋谷駅周辺地域の安全
で安心な環境の確保に関する条例」により、ハロウィーン対策を強化し、
また防犯カメラの設置拡充を含め区民や来街者の安全・安心の確保を推
進しました。
　自由民主党議員団は、今後ウィズコロナ・アフターコロナにおいても
持続可能な行財政運営を進め、さらなる区民サービスの向上を推進する
よう指摘し、決算に賛成いたします。

渋谷区議会自由民主党議員団賛成

「渋谷区子育てネウボラ」など子育て支援の充実や福祉、
防犯防災対策等への積極的な施策展開を高く評価

　令和元年度一般会計歳出決算額は、1,024億9,000万円余で昨年度に比
べ、率にして6.3％増となりましたが、渋谷区の諸課題に積極的に取り
組まれると同時に、中長期にわたる強固な財政基盤を構築する内容とな
っています。
　まず、子育て支援については、わが会派が推進してきた「渋谷区子育
てネウボラ」が中心的施策として位置付けられ、令和元年度は、5月か
ら第二美竹分庁舎において、「渋谷区子育てネウボラ」が、順次スター
トし、育児パッケージ支給が開始されました。また、保育園の待機児童
解消に向けての定員拡大では、令和元年度は440人規模の定員拡大が実
施されました。
　区民福祉では、新設される恵比寿西二丁目複合施設（仮称）や老朽化
した渋谷区高齢者ケアセンターの建て替えなど各施設の整備が進められ、
合わせて、認知症カフェ、若年性認知症事業など、認知症対策が拡充さ
れました。
　防犯対策として、防犯カメラが、通学路、公園、商店街等に約350台
増設されました。防災対策として、区民防災マニュアルの改定及び全戸
配布が実施されました。その他、各分野でさらなる充実が図られました。
　今後も渋谷区議会公明党は、一層の区民福祉向上のため全力で取り組
む事をお誓いし、決算に賛成いたします。

渋谷区議会公明党賛成
環境に配慮した施設整備・まちづくり、幼児教育・
保育の無償化、高齢者の生きがいづくりを評価
　平成31年度は５月から新元号令和になり、新しい時代の幕開けの年で
した。新庁舎移転を契機に新庁舎・渋谷公会堂では新エネルギー等を活
用することでエコ対策が進み、又、街路灯のＬＥＤ化も約４割まで拡充
し環境問題に寄与することができました。渋谷駅周辺の再開発に伴い公
共サインの整備も完了し、防犯カメラの設置の拡充及び一元管理による
防犯対策、分煙対策指導員による路上等の喫煙の取締による喫煙対策も
大きな成果を上げることができました。子育て支援については育児パッ
ケージの支給が始まり支援体制の強化が図られました。国の幼児教育・
保育の無償化による区の負担軽減分については引き続き子どもの施策の
充実に活用するよう要望しました。高齢者対策については、渋谷ヒカリ
エに高齢者の学ぶ・働くの情報発信の場となる「シブカツ」が開設され
多くの方にご参加いただき生きがいづくりの一助となりました。国の補
助金を活用したキャッシュレス決済の導入促進事業により商店街の活性
化と非接触型の決済方法を進めることができました。
　令和元年度の新型コロナウイルス感染症の影響は２か月でしたが、今
後顕在化してくるであろう影響を鑑み、健全な財政基盤の確保と区民ニ
ーズの調査・支援を充実していくことを指摘し今決算に賛成を致します。

立憲民主党渋谷賛成

　区議会ホームページのご案内

　渋谷区議会では、区議会情報をいち早くお知らせするため、ホームペ
ージを開設しています。

★掲載している主な情報内容
　①区議会について
　　・区議会のしくみ／しごと、
　　　請願・陳情の説明や提出方法
　②議員紹介
　　・五十音順、委員会別、会派等別
　③会議のお知らせ
　　・今後の会議予定、定例会の質問項目、傍聴の手続
　④会議の結果・活動記録
　　・議決の結果、意見書、決議、声明、要請・要望、区議会だより、
　　　区議会フォトだより、区議会月報、政務活動費、議長交際費
　⑤議会中継・会議録
　　・本会議の録画中継、定例会・臨時会の会議録、委員会記録の閲覧
〇ホームページアドレス　
　https://www.city.shibuya.tokyo.jp/gikai/
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◆議員提出議案

令和２年 第３回定例会／議案等の概要と結果 自
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（議席番号順）結 果

○ 賛 成
× 反 対

無
所
属

無
所
属件　　　　　　名 概　　　　　　　　　　要

渋谷区地域包括支援センター条例の一部を改正する条例

１　事業の受託者による設置規定の廃止
２　地域包括支援センターの新設
（１）渋谷区恵比寿西二丁目地域包括支援センター
（２）渋谷区かんなみの杜・渋谷地域包括支援センター
３　地域包括支援センターの廃止
（１）地域包括支援センターパール
（２）渋谷区大向地域包括支援センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区介護保険条例の一部を改正する条例
１　延滞金の特例規定に係る規定の整備
２　保険料減免の申請手続に係る規定の整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区障害者福祉施設条例の一部を改正する条例 神宮前三丁目障がい者施設の新設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区が管理する道路における道路構造の技術的基準に関する
条例の一部を改正する条例

１　自転車通行帯に係る規定の新設
２　自転車道の設置要件に係る規定の整備　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第６号） 補正金額　4,488,660千円 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

◆渋谷区議会委員会条例の一部を改正する条例 オンライン委員会の開催を可能にするため改正 × × × ○ ○ ○ ○ ○ 否決

令和元年度渋谷区一般会計歳入歳出決算
歳入決算額	 110,886,834,073円
歳出決算額	 102,493,741,726円
歳入歳出差引残額	 8,393,092,347円

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 認定

令和元年度渋谷区国民健康保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 23,763,012,667円
歳出決算額	 23,443,614,669円
歳入歳出差引残額	 319,397,998円

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 認定

令和元年度渋谷区介護保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 15,431,808,770円
歳出決算額	 14,820,855,880円
歳入歳出差引残額	 610,952,890円

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 認定

令和元年度渋谷区後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 5,450,802,798円
歳出決算額	 5,418,801,297円
歳入歳出差引残額	 32,001,501円

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 認定

経営破綻による医療・介護崩壊から国民のいのちを守るための緊急財政支援を国に要請することを求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定

医療機関・介護事業所等への緊急財政支援を求める要望書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定

報 告
▽健全化判断比率
実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率、将来負担比率及び早期健全化基準

▽株式会社渋谷サービス公社の経営状況
営業実績は、地域交流センター運営管理業務、
児童青少年センター運営管理業務、
代官山スポーツプラザ運営管理業務、自主事業、
ひがし健康プラザ運営管理業務等の全44事業で、
売上は1,661,970,431円

▽渋谷区土地開発公社の経営状況
購入物件なし

▽一般財団法人渋谷区観光協会の経営状況
事業活動は、情報提供事業、観光案内事業、イベント事業、
収益事業、会員事業、観光資源開発等

▽株式会社渋谷都市整備公社の経営状況
　渋谷区役所前駐車場の営業実績は、
時間駐車利用台数が延べ268,287台で、
営業損失は54,561,648円

▽公益財団法人渋谷区美術振興財団の経営状況
事業実績は、展観事業8回、講演会5回、
ギャラリートーク18回、建築ツアー35回、
音楽会3回、美術教室5コース、その他事業17回等で、
延べ利用者数54,289人

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
　政府は、令和２年９月の月例経済報告において、「景気は、新型コロナウイルス感染症
の影響により、依然として厳しい状況にあるが、このところ持ち直しの動きがみられる。」
と発表した。しかし、「国内外の感染症の動向や金融資本市場の変動等の影響を注視する
必要がある。」とも指摘している。
　こうした状況の中で、現在東京都が実施している固定資産税・都市計画税の減免措置等
は、厳しい経営環境にある中小零細企業者にとって、事業の継続や経営の健全化に大きな
力となっている。これらの減免措置等を廃止した場合、区民とりわけ中小零細企業者の経
営や生活は更に厳しいものとなり、地域社会の活性化、ひいては、日本経済の回復に大き
な影響を及ぼすことになりかねない。
　よって渋谷区議会は、東京都に対し、中小零細企業者等の経営基盤の強化支援を図るた
め、以下の措置を令和３年度以降も継続することを強く求めるものである。

１　小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置
３　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き
　　下げる減額措置
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和２年10月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷区議会議長　名　

　東京都知事　あて
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令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第４号）
補正金額　456,945千円
　・新型コロナウイルス感染症対策事業
　・災害対策

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

令和２年度渋谷区一般会計補正予算（第５号）
補正金額　　  500千円
　・新型コロナウイルス感染症対策事業

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決




